
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 宮古市宮町 4-3-13 内 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 18 社（原木供給／1 社、製材／1 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／1社、設計／1社、施工／1社、その他／11社） 価格帯 1,000～1,500万円 

代表者名 中嶋 裕（宮古住宅産業株式会社 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・完成見学開催（年4回） 価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
中嶋 裕 
[メール] r-es-miyako@if-n.ne.jp 
[電話] 0193-63-1133 [ＦＡＸ] 0193-63-1483 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.r-es-miyako.com    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
無垢の木をふんだんに使った家づくり 
●本物の木の命のなかで、優しく人間の命を育んで欲しい。 
そんな願いから、リビングやダイニングなど家族が集まる 
大事な空間を無垢材を使用します。 

 
ひとり一人の人生を大切に 

ライフスタイルに合った家づくり 
●二世帯住宅でも、それぞれのプライバシーにも配慮したり。 
●共働きのご家族には、家事が楽に出来る工夫や子供さんと触れ合える工夫
を取り入れたり。 
●皆さんのライフスタイルを考えた家づくりを心がけています。 
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みやこ のぞみホーム 
宮古市 下閉伊地域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●地元の木材を活用した住宅を建築することが、宮古下閉伊地域の活性化に役立ち、それによってこの地域の復興にも貢献でき
るものと考えています。 
●木造の住宅は本当に健康に良い住宅です。素足で歩いてみても優しく暖かく気持ちのいいものです。 
●これから家を建てようとしている皆さんに元気になってもらえるよう、一緒に家づくりをしていきたいと思います。 
地元の木材を使い地元の職人が心をこめて施工させていただきます。 
●一日も早く皆さんの生活が回復されるよう、お手伝いさせていただければと思っています。お気軽にご相談ください。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


